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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
特
別
会
計
の
事
務
費
・
人
件
費
等
の
財
源
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
で
み
れ
ば
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
で
み
れ
ば
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

特
別
会
計
改
革
の
時
期
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」
（
平
成

十
六
年
六
月
四
日
閣
議
決
定
）
に
次
の
と
お
り
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
関
係
府
省
は
、
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
性
格
に
応
じ
、
必
要
性
に
つ
い
て
厳
し
く
検
証
し
つ
つ
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
年
内
に
改
革
案
を
策
定
す
る
。

改
革
案
に
は
、
成
果
目
標
及
び
中
期
的
な
抑
制
の
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
組
工
程
を
明
示
す
る
。
と
り
わ

け
、
「
特
別
会
計
の
見
直
し
に
つ
い
て

－

基
本
的
考
え
方
と
具
体
的
方
策－

」
（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
財
政
制

度
等
審
議
会
）
で
提
起
さ
れ
て
い
る
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
そ
の
存
廃
も
含
め
て
検
討
す
る
。
改
革
案
及
び
そ
れ
に
基
づ
く

各
年
度
に
お
け
る
取
組
を
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
報
告
す
る
。
」
、
「
特
別
会
計
を
含
め
た
公
会
計
の
整
備
に
取
り
組
む
と

一



と
も
に
、
そ
の
内
容
や
会
計
間
、
勘
定
間
の
繰
入
の
実
態
等
を
分
か
り
や
す
く
国
民
に
説
明
す
る
。
」
及
び
「
平
成
十
七
年

度
予
算
で
は
、
各
特
別
会
計
の
性
格
に
応
じ
、
制
度
改
革
等
を
行
い
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
抑
制
す
る
。
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

特
別
会
計
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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